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編集後記
2009年における本研究所月報の最終号になりました｡総合研究･個人研究と､創立40周年
の講演会･出版と続いております｡学術研究分野も広く､学際的な論稿をまとめて来ました｡
本号においても地理のフィールドワークを積み重ねた論稿､フランス語教育論､中国文化大革
命に関する著作のボリュームのある書評という内容から構成されております｡
松尾･江崎論稿は､現代日本の過疎地に関する生活実態とその支援を詳細に究明しておりま
す｡戦後日本における過疎地･条件不利地域の実態と問題点を指摘しています｡都市民にとっ
て過疎地域の存在意義が重視されるものの､その地域の居住民の生活を支援することが必要と
なっています｡提言として両地域住民の交流､巡回サービスの意義､居住を支える条件整備､
土地管理政策の重要性の4点を掲げて､最後の重要条件としてアイデンティティ構築の必要性
を説いております｡
樋口論稿は当世のフランス語教育について目論を展開しています｡キーワードは｢グローバ
リゼーション｣ ｢情報化｣とみます｡前者の要因としてEUによるユーロの導入､ ｢ヨーロッパ
市民｣としての自覚を促すという指摘をしています｡後者の要因として､コンピュータの発達
とインターネット網の整備とみています｡異言語間の交流も翻訳ソフトの進化がスムーズに
なって来ているし､多様な学際的利用にも有効であろうという発言をしています｡
土屋論稿は文化大革命を分析した研究として､印紅標著『失距者的足跡一文化大革命期間的
青年思潮』を高く評価しています｡現中国では文革の話題はタブーとされている状況にあり､
評者は本著を紹介しつつ､文革に対する新たな位置付けを問うという､骨太の内容となってい
ます｡またこうした著作が香港以外の中国大陸では出版されていない､ということを惜しんで
います｡
本研究所は2010年度も新たなる飛躍を祈念し､所員の皆さんの研究成果をお待ちしておりま
す｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(こ)
執筆者紹介
松尾　容孝　　文学部教授
江崎　雄治　　文学部准教授
樋口　　淳　　文学部教授
土屋　昌明　　経済学部教授
専修大学人文科学研究所月報
第244号(2010.3.30)
〒214-8580　神奈川県川崎市多摩区東三田2- 1- 1
専修大学人文科学研究所
発行者　内　藤　雅　雄
-　77　-
